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はじめに

東京情報デザイン専門職大学（TID）
2023年4月に開学1学年160人の単科大学（1学部1学科）IT系エンジニア（情報デザインエンジニア）を育成
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反転授業実施の経緯
教育開発・学修支援センター

学習習慣の重要性の認識が十分とはいえない受講
生が多い状況に向けた授業方法の研究

将来、反転授業を導入する際の授業方法や必要な情
報機器等の教育環境の検討とノウハウの蓄積

担当科目での授業を実験的に実施1年次開講の基礎科目「物理（力学）」と「物理（電子回
路）」を対象

• 2023年前期力学(2クラス：37人+23人)
• 2023年後期電子回路 (40人)
• 2024年前期力学(80人)、電子回路(41人)
• 2024年後期力学(45人)、電子回路(40人)
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実施している授業の概要

シラバスの反転授業に関する記述
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実施している授業の概要

使用機材LMS：Manaba
動画配信：Panopto(授業の録画・配信のために導入)

教材の準備
授業内容のPPTをもとに解説動画を作成
授業内容の解説動画をPanoptoにアップロードLMSに解説動画へのリンク作成LMSに動画視聴後「分かったこと」「よく分からなかっ
たこと」を記入するフォームを作成

授業時間内に出題する演習問題の作成

実施している授業の概要
事前学修：授業当日の午前0時または前日の22時
に締め切り

学生：授業内容の解説動画を視聴
学生： LMSの自由記述フォームに、動画の視聴後「わ
かったこと」と「よくわからなかったこと」を記入
教員：「よくわからなかったこと」への解説をフィード
バックし、個人情報を除きLMSに公開・共有

授業時間内（教員）
前回の演習問題の解答用紙を返却し解法を解説
演習問題を出題、学生の解答後、解答用紙を回収

事後学修（学生）
返却された解答を自己添削・採点し、撮影した画像
をLMSに提出



受講生の学修動向（2023年後期「物理(電子回路)」）

受講生の学修動向（2023年後期「物理(電子回路)」）



受講生の学修動向（2023年後期「物理(電子回路)」）

演習問題
提出者（人）

Manaba
入力者
（人）

Panopto視聴時間（分）Panopto完了率
視聴者数時間

ダイオードの基礎

動 画 最短最長平均最小(%)>90％(人)平均(%)

3222

0.16 21.42 8.57 61475.7228分58秒半導体1
0.16 26.97 10.55 51479.52011分33秒半導体2
0.13 11.55 4.73 41276.6195分45秒多数キャリヤと少数キャリヤ

0.07 21.27 6.82 21375187分5秒順方向と逆方向

0.22 20.75 7.65 2982.9168分11秒ダイオードの基本特性

0.03 21.72 11.04 11377.61510分51秒整流回路

演習問題
提出者（人）

Manaba
入力者
（人）

Panopto視聴時間（分）Panopto完了率
視聴者数時間

トランジスタの基礎

動 画 最短最長平均最小(%)>90％(人)平均(%)

2917

0.19 37.42 12.02 61780.82411分46秒基本構造と動作

0.26 14.53 4.55 91681.1234分28秒接地法

0.31 51.18 13.45 61679.72314分18秒増幅回路

0.11 11.44 6.17 31481.2196分49秒ダーリントン接続

0.04 21.66 9.26 21474.91910分49秒FET

受講生の学修動向（2023年後期「物理(電子回路)」）



演習問題
提出者（人）

Manaba
入力者
（人）

Panopto視聴時間（分）Panopto完了率
視聴者数時間

OPアンプの基礎
動 画 最短最長平均最小(%)>90％(人)平均(%)

2722

0.40 17.78 12.18 518862312分52秒OPアンプの基本1
0.02 33.35 11.74 11580.51912分59秒OPアンプの基本2
0.13 10.41 4.89 31479195分27秒コンパレータ

0.02 12.87 9.19 11580.11911分20秒反転増幅回路

0.04 22.89 8.05 21374.1189分45秒非反転増幅回路

0.06 10.34 6.16 31483.5187分13秒加算回路

演習問題
提出者（人）

Manaba
入力者
（人）

Panopto視聴時間（分）Panopto完了率
視聴者数時間

論理回路の基礎

動 画 最短最長平均最小(%)>90％(人)平均(%)

3022

0.12 20.47 9.63 21982.3239分42秒数系（10進数・2進数・16進数）
0.06 9.92 7.39 21784228分41秒真理値表

0.06 7.27 3.42 41686.2203分37秒OR回路・AND回路
0.05 3.30 1.17 111693.5201分5秒NOT回路
0.09 4.71 3.51 51691.8193分42秒NOR回路・NAND回路

受講生の学修動向（2023年後期「物理(電子回路)」）
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現状の成果と今後の課題

現状の成果と課題

学修習慣のある受講者にとっては、複数回動画を視
聴して納得いくまで学修できる環境を提供可能

• 実施した科目の中には2時間を超えて動画視聴した受講生
もいた

事前学修をせずに授業に出席する受講生の存在

• 演習問題を工夫し、解法の解説中に動画の内容の要約を
追加することにより情報補償

⇒動画視聴者にとっても授業中の対面での解説は有益

今後の課題
反転授業の有効化には多数の科目での導入が必須

教員・受講者ともに反転授業に対する理解の促進が
必須
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まとめ

TIDにおける2年弱の反転授業の実践を報告
動画を視聴して納得いくまで学修できる環境を提供LMSを介したフィードバックによる個別指導の実現
事前学修をせずに授業に出席する者には演習問題
の解法の解説を工夫することで対応

今後の課題

反転授業の利点を生かすには、開講科目の大多数に
採用される状況の実現が必要

教員・学生ともに授業に対する意識の変革

事前学修動画の収録やLMSのコンテンツなどの作成
方法の検討


